
乳幼児を対象に「よいこ歯の教室」を開催しました。 

はじめに、歯科衛生士さんに歯の問診やお口の中を見てもらった後、乳

幼児期の歯や、おとなの歯の健康について、歯の模型やぬいぐるみを使っ

て分かりやすく教えていただきました。 

乳幼児期は、親やきょうだいのまねをしたがります。これを利用して、

歯ブラシや歯を磨くことに興味を持たせ、歯ブラシの感触に慣れさせてあ

げるとよいそうです。 

  講師…歯科衛生士 曽田
そ た

裕子
ゆ う こ

さん 

【香典返し】稗原地区社会福祉協議会へ（R6/3/18 まで） 

宮 廻 星 也 （ 故 整 二 ） 様   

皆さまからのご厚志は、稗原社会福祉事業・地域事業に活用させていただきます。 

稗原コミュニティセンター   センター長 高 野 正 次 

  

ご寄付ありがとうございます 

童々クラブ 

よいこ歯の教室  2/21（水） 

 

ジビエを通して 

“いのちをいただく”食育 3/4（月） 

令和５年度を振り返って 

今年度最後となる童々クラブを行いました。童々クラブを巣立つ子ども

たち、今年一年参加してくれた子どもたちに、記念品の贈呈、「おはなし

つくしんぼ」の皆さんによる紙芝居、絵本の読み聞かせ、そして茶話会な

どでお別れ会をしました。 

 

稗原小学校５・６年生が狩猟で捕獲された野生イノシシの肉「ジビエ」

をテーマにした食育の授業に参加しました。鳥獣被害が深刻化する稗原

ですが、彼らも生きるために必死に食物を探します。人間にとって害とな

る鳥獣は駆除され、その大部分は利用されることなく廃棄されるのが現

状です。この授業では「命をいただくこと」や「食べることは生きること」

について触れながら、調理されたイノシシ肉をハンバーガーにして食し

ました。“臭みやクセがあってジビエ料理はどうも…”という既成概念が

ある中、そうではない適切に処理されたイノシシ肉を使ったジビエバー

ガーをおいしくいただくことができました。ごちそうさまでした。 

 

令和６年能登半島地震義援金についての報告 
 

 

 ３７６，７４０円（５自治会、２８町内、２個人、コミセン募金箱）の義援金が集まりました。３月４日に山

陰中央新報出雲総局に届け、翌５日に紙面に掲載されました。「『稗原の力』、『稗原の優しさ』ここに在り」と胸

を張りたいです。皆さん本当にありがとうございました。 

 

 童々クラブ お別れ会 3/13（水） 

 

 女性部の事業で花の寄せ植えを行いました。 

色とりどりの、春を感じる花苗を全体のバランスや色合いを見ながらプ

ランターに寄せ植えました。 

  

 

 

春を感じる 花の寄せ植え 2/28（水） 

 

防災学習 避難所設営体験 3/1（金） 

新型コロナウィルス感染症が 5 類に引き下げられ、少しずつ元の生活が戻ってきました。自治協会・コミセンの事業

も総合文化祭・農業祭りが 4 年ぶりに開催できたことをはじめとして、制限の緩和・撤廃の方向で動いた一年でした。

飲酒つきの会合、学校の修学旅行や職場体験活動等も復活してきています。半面、葬儀の形式やマスクの着用について

はコロナ禍の状況が踏襲されている印象です。個人的にはリモートでの会合が増えたこと、町内の常会の開催が激減し

たこと等がこの一年間で感じていることです。 

自治協会ではグループホーム稗原にＡＥＤを設置。交流センター、コミュニティスクール前駐車場の区画線整備等に

も取り組みました。ＪＡ女性部主催のほっこりカフェや農業祭りは、ＪＡしまね稗原支店閉店後の稗原会館の存在意義

につながったと感じています。元日に起こった能登半島地震には地域の多くの皆さんにご協力いただき、義援金を募る

ことができました。 

令和５年度、稗原地区の新生児誕生は 8 人、ご逝去は 35 人でした。（推定値です）コミカフェの利用者 162 人（昨年

度同時期比 - 23％ 211 人）、コミュニティセンター来所者 5,142 人（〃 +28％ 4,019 人） コミュニティセンター

利用者 5,306 人（〃 +5％ 5,061 人）、交流センター利用者 2,724 人（+19％   2,295 人）でした。 

稗原地区スポーツ協会 
 

 

稗原小学校４年生が防災について学ぶ授業で、段ボールベッドの組立体

験をしました。 

４班に分かれ、それぞれ、説明書を見ながら協力して組み立てました。

総合的な学習の時間で防災についての学習をすすめていますが、元日に起

こった能登半島地震を契機に、自分の住んでいる地域は、自分の家は、家

族は、そして自分はどんなことに気を付けて生活したらよいのか、どんな

準備をしておけばいいのか等、課題を自分のこととして考えてきました。 

途中から班ごとの競争になり完成の速さを競う活動になっていきまし

たが、楽しく短い時間で組み立て終えました。「避難所に行くことがあれ

ば、今日の体験をいかして、みんながリーダーとしてやっていくんだよ！」

と先生から言われ、さらに気持ちが引き締まる４年生でした。 

 

◆稗原地区卓球大会（２/２５）結果 

【優勝】宇那手上 【準優勝】石畑 【第３位】鐘築 

 

 

 

・既存のものと新規のものを今月中は併用して使ってください ➤ 両方から放送

が聞こえますか？ 

・組み立て方やそもそも何が送られてきたかがわからない人がいたら、ご近所や自

治委員、親族でサポートしてください。 

・既存の無線機は来年度以降に回収されます。（新しい無線機が使えることがわかれ

ばコンセントを抜いてもらってかまいません） 

 

防災行政無線機が自宅に届きましたか？ 

 

 

◆稗原地区体育大会の開催日について 

令和６年９月２９日（日）（令和６年度より９月の最終日曜日に開催となります。） 

この一年で、泣いたり笑ったりしながら子ど

もたちが大きく成長した姿に喜びを感じてい

ます。 

４月からは、また新しい年度が始まります。こ

れからも子どもたちが、たくましく成長してい

く姿を楽しみにしています。 

きれいな花は見る人を楽しませ、自然と笑顔があ

ふれます。 

出来あがった寄せ植えを自宅に持ち帰り、玄関や

庭に彩りを添えて春の訪れを感じています。こまめ

に手入れをして長らく楽しめそうです。 

 

 


